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授業情報 

必要に応じて、それぞれの授業の運営に必要な情報を「授業情報」にて設定します。設定される項目は以下の通りです。 

 

 授業名 

 年度などの属性 

 授業説明 

 Web シラバス 

 授業の到達目標及びテーマ 

 授業の概要と方法 

 授業計画 

 

【新機能】学生、副担当教員およびＴ・Ａを授業に登録します。また、授業への仮登録の許可、不許可を設定します。 

 

注意 Web シラバスと授業情報との相違 

「Web シラバス」は履修のために授業の内容を説明するもので内容の変更はできません。 

「授業情報」は授業の進め方を説明するもので、進行状況や必要に応じて随時変更します。 

 

 授業名および授業計画を編集する 

 授業選択領域にて設定する授業を選択します。 

 機能選択領域の「授業情報」を選択します。 

 メイン領域の「授業情報を編集」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 授業タイトルを編集します。 

 説明を入力します。 

 「Web シラバス」の URL を設定します。 
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 「授業の到達目標及びテーマ」を編集します。 

 「授業の概要と方法」を編集します。 

 「授業計画」を編集します。 

 「続ける」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「編集内容の確認」ページが表示されます。 

 画面最下部の「終了」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学生を授業に追加する 

「授業情報」ページでは、学生を授業に追加できます。 

ヒント学習支援システムでは、学生を「仮登録」で追加します。 

 

 授業選択領域にて設定する授業を選択します。 

 機能選択領域の「授業情報」を選択します。 

 メイン領域の「参加者を追加」を選択します。 
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 「参加者を追加」ページが表示されます。 

 登録したい学生のユーザ ID を入力します。 

 

ヒント学生を複数登録する場合、１行につき１人

のユーザ ID を入力して改行してください。 

 

説明「参加者ロール」 

 初期値では、「参加者全員に同じロールを割り当

てる」にチェックが入っています。個別にロールを割り

当てる場合は、「参加者に個別のロールを割り当て

る」にチェックを入れます。 

 「続ける」ボタンをクリックします。 

 

 「参加者のロールを選択します」ページが表示さ

れます。 

 学生を追加する場合、ロールで「Student」にチ

ェックを入れます。 

 

注意学生を授業に追加した後に、ロールの変更は

できません。ロールを間違えた場合は、削除後に再

度追加が必要になります。 

 

 参加者の氏名を確認します。 

 「続ける」ボタンをクリックします。 

 

 

 「参加者を追加 対象」ページが表示されます。 

 

ヒントメールで学生に知らせる場合には「今すぐ送

る」にチェックを入れます。 

 

 「続ける」ボタンをクリックします。 

 

 「参加者を追加 確認」ページが表示されます。 

 参加者の氏名・ロールを確認します。 

 「完了」ボタンをクリックします。 
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 「授業情報」ページが表示されます。 

 ページを下にスクロールして、学生が「仮登録」で

追加されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 授業から学生を削除する 

（画面は、「学生を授業に追加する」のつづき） 

 

 ページを下にスクロールして、参加者リストを表

示します。 

 

 削除する学生にチェックを入れます。 

注意本手順では、「仮登録」の学生を削除します。 

注意「本登録」の学生を削除した場合、「授業情

報」から学生を「本登録」で追加することはできませ

ん。誤って「本登録」の学生を削除し、再度「本登 

録」したい場合はﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸに連絡してください。 

 「参加者を更新」ボタンをクリックします。 

 

注意削除確認のダイアログは表示されません。削除

対象が正しいか、確認してからクリックしてください。 

 

 ページを下にスクロールして「仮登録」の学生が

削除されていることを確認します。 
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 副担当教員、T・A を追加する 

「授業情報」ページでは、副担当教員、Ｔ・Ａを授業に追加できます。 

 

 授業選択領域にて設定する授業を選択します。 

 機能選択領域の「授業情報」を選択します。 

 メイン領域の「参加者を追加」を選択します。 

 

 

 

 

 「参加者を追加」ページが表示されます。 

 追加する副担当教員、Ｔ・Ａのユーザ ID を

１行に１名入力して改行します。 

 

ヒント副担当教員とＴ・Ａを同時に追加もできます。 

 

 「参加者に個別のロールを割り当てる」にチェック

を入れます。 

 「続ける」ボタンをクリックします。 

 「参加者のロールを選択します」ページが表示さ

れます。 

 

ヒント副担当教員とＴ・Ａのロールを個別に設定し

ます。 

 

 副担当教員のロールを「Sub Instructor」に設

定します。 

 Ｔ・Ａのロールを「Teaching Assistant」に設

定します。 

 「続ける」ボタンをクリックします。 

 「参加者を追加 対象」ページが表示されます。 

 

ヒントメールで知らせる場合には「今すぐ送る」にチェ

ックを入れます。 

 

 「続ける」ボタンをクリックします。 

 「参加者を追加 確認」ページが表示されます。 

 参加者の氏名・ロールを確認します。 

 「完了」ボタンをクリックします。 
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 「授業情報」ページが表示されます。 

 ページを下にスクロールして副担当教員、Ｔ・Ａ

が追加されていることを確認します。 

 

ヒント副担当教員、T・A の権限は、教員が設定

変更できます。詳細は、巻末を参照してください。 

 

 

 

 

 副担当教員、T・A を削除する 

（画面は、「副担当教員、T・A を追加する」のつづき） 

 

 ページを下にスクロールして、参加者リストを表

示します。 

 削除する副担当教員、Ｔ・Ａにチェックを入れま

す。 

 

 

 

 

 

 「参加者を更新」ボタンをクリックします。 

 

注意削除確認のダイアログは表示されません。削除

対象が正しいか、確認してからクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 ページを下にスクロールして副担当教員、Ｔ・Ａ

が削除されていることを確認します。 
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 仮登録の許可・不許可 

 

 授業選択領域にて設定する授業を選択します。 

 機能選択領域の「授業情報」を選択します。 

 メイン領域の「アクセスを管理」を選択します。 

 

 

 

 

 

 「仮登録機能」ページが表示されます。 

 

 仮登録を可能にする」にチェックを入れます。 

 

ヒント初期値では、「仮登録を可能にする」にチェック

が入っています。仮登録をできなくする場合は、チェッ

クを外して「更新」ボタンをクリックします。 

 

 「更新」ボタンをクリックします。 

 

注意本機能は、情報システムにおける履修登録（本登録）後のデータが学習支援システムに連携した後、学生からの仮登録を 

   担当教員が制限するためのものです。よって、履修登録（本登録）が完了するまでは、チェックを外さない 

   ようにお願いします。 

 

 LTI 外部ツール追加 ※外部ツールの使用方法等は、各ツール問い合わせ窓口にお願いします 

全ツール共通部分 

①対象の授業の「授業情報」を選択します。 

②「ツールを管理」を選択します。 

 

③プラグインツール一覧が表示されます。 

①  

② 
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※表示されない場合は▼をクリック 

 

④対象のツールにチェックを付けます。 

⑤「続ける」を選択します。 

 

⑥「完了」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

④ 

⑤

５ 

⑥

５ 
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⑦画面左側にチェックを入れたツールが追加されます。 

 

 

 MathJax 有効化 

有効化手順 

① 対象の授業の「授業情報」を選択します。 

② 「ツールを管理」を開き「MathJax を有効にする」にチェックを入れ、「続ける」を選択すると完了です。 

 

ヒント MathJax は、数式をブラウザで表示することを可能とする JavaScript ライブラリです。 

例：$$x = {-b \pm \sqrt{b^2-4ac} \over 2z}$$ 

 

 

⑦ 

①  
② 

■  


